今川氏真と和歌 : 天正三年『今川氏真詠草』をめぐって by 小山, 順子
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は
じ
め
に
　
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
十
二
月
に
武
田
氏
が
駿
河
へ
侵
攻
し
、
今
川
氏
真
は
駿
府
の
今
川
館
を
出
て
遠
江
の
懸
川
城
へ
敗
走
し
た
。
さ
ら
に
翌
年
、
徳
川
氏
の
総
攻
撃
を
受
け
懸
川
城
に
籠
城
、
五
月
に
開
城
し
て
、
氏
真
は
北
条
氏
の
庇
護
下
に
入
る
。
こ
れ
に
よ
り
戦
国
大
名
と
し
て
の
今
川
氏
は
滅
亡
し
、
氏
真
は
徳
川
氏
の
庇
護
の
も
と
に
生
涯
を
終
え
る
こ
と
な
る
。
　
戦
国
大
名
・
今
川
氏
を
滅
亡
さ
せ
た
当
主
と
し
て
、
氏
真
は
暗
愚
の
将
と
評
さ
れ
る
。
　
　
 
氏
真
公
あ
し
き
大
将
に
て
も
あ
れ
、
（
中
略
）
氏
真
公
、
其
御
年
廿
三
ま
で
も
、
月
見
花
見
遊
山
の
善
悪
は
し
り
給
ふ
と
い
へ
ど
も
、
武
道
の
た
ゞ
ぢ
聊
も
お
は
し
ま
さ
ず
、
無
下
に
人
を
見
し
り
給
は
ね
ば
、
家
康
公
此
屋
形
に
御
心
を
離
さ
る
ゝ
事
尤
道
理
に
あ
た
れ
女
子
大
國
お　
第
百
六
十
八
号　
令
和
三
年
一
月
三
十
一
日
今
川
氏
真
と
和
歌
― 
天
正
三
年
『
今
川
氏
真
詠
草
』
を
め
ぐ
っ
て 
―小
山
順
子
2
り
。
（
『
甲
陽
軍
鑑
』
巻
二
）
　
『
甲
陽
軍
鑑
』
で
は
他
の
箇
所
で
も
、
「
無
分
別
微
弱
に
て
お
は
し
ま
せ
ど
」
（
巻
七
）
と
氏
真
を
評
す
る
。
享
楽
に
身
を
費
や
し
、
武
道
を
修
め
ず
人
を
見
る
目
が
無
か
っ
た
め
に
家
康
に
も
見
放
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
氏
真
評
に
大
き
く
関
わ
る
の
が
、
和
歌
・
連
歌
の
文
芸
、
蹴
鞠
等
の
芸
能
を
好
ん
だ
と
い
う
点
で
あ
っ
た
）
1
（
。
　
但
し
、
文
芸
や
芸
能
に
関
心
を
持
ち
文
化
活
動
を
営
む
こ
と
は
、
戦
国
大
名
に
と
っ
て
は
む
し
ろ
積
極
的
に
評
価
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た
。
特
に
駿
河
は
、
初
代
の
今
川
範
国
が
貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）
『
新
玉
津
島
社
歌
合
』
に
出
詠
し
て
お
り
、
そ
の
子
・
了
俊
は
冷
泉
家
流
の
歌
人
と
し
て
様
々
な
歌
学
書
を
著
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
応
仁
の
乱
後
に
京
か
ら
公
家
や
連
歌
師
が
駿
河
に
下
向
し
た
こ
と
に
よ
り
、
文
化
サ
ロ
ン
が
形
成
さ
れ
文
芸
活
動
は
い
っ
そ
う
盛
ん
に
な
り
隆
盛
を
誇
っ
た
。
そ
れ
が
一
転
し
て
、
氏
真
の
和
歌
へ
の
熱
意
が
「
日
本
治
り
た
り
と
て
も
、
油
断
す
る
は
東
山
義
政
の
茶
湯
、
大
内
義
隆
の
学
問
、
今
川
氏
真
の
歌
道
ぞ
」
（
松
平
定
信
『
閑
な
る
あ
ま
り
』
）
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
国
を
滅
ぼ
し
た
放
蕩
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
の
は
、
氏
真
の
代
で
駿
河
今
川
氏
が
滅
亡
し
た
と
い
う
結
果
か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
無
論
、
批
判
に
文
芸
へ
の
行
き
過
ぎ
た
熱
意
を
戒
め
る
意
は
汲
み
う
る
が
、
氏
真
が
暗
愚
な
武
将
で
あ
っ
た
と
い
う
評
価
を
見
直
す
研
究
も
進
ん
で
い
る
）
2
（
。
　
小
稿
で
は
、
今
川
氏
真
の
天
正
三
年
『
今
川
氏
真
詠
草
』
か
ら
、
本
詠
草
の
性
質
と
氏
真
が
和
歌
に
寄
せ
た
関
心
を
検
討
し
た
い
。
　
　
　
　
一
、
氏
真
の
和
歌
　
ま
ず
、
氏
真
と
和
歌
と
の
関
わ
り
お
よ
び
資
料
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く
。
　
今
川
氏
が
和
歌
を
学
ぶ
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
冷
泉
家
の
歌
人
で
あ
っ
た
。
氏
真
に
つ
い
て
は
、
冷
泉
為
和
）
3
（
が
最
初
の
今
川
氏
真
と
和
歌
3
師
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
為
和
の
父
・
為
広
も
駿
河
に
滞
在
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
う
し
た
縁
か
ら
為
和
も
駿
河
を
訪
れ
た
。
二
十
代
の
頃
に
初
め
て
駿
河
に
来
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
四
十
代
半
ば
で
駿
河
に
来
た
折
に
、
義
元
の
兄
・
氏
輝
の
和
歌
師
範
と
な
っ
た
。
五
十
代
半
ば
か
ら
は
駿
河
と
甲
府
の
間
を
往
復
す
る
よ
う
に
な
り
、
一
五
四
九
年
、
京
都
に
戻
る
こ
と
な
く
六
十
四
歳
で
駿
河
で
没
し
た
。
生
涯
の
半
分
は
、
京
都
を
離
れ
て
東
国
で
送
っ
た
人
物
だ
っ
た
。
　
冷
泉
為
和
の
指
導
の
も
と
に
、
今
川
家
で
は
頻
繁
に
歌
会
や
歌
合
が
催
さ
れ
た
。
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
50
『
為
広
・
為
和
歌
合
集
』
（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
六
年
）
に
は
、
今
川
家
で
催
さ
れ
た
歌
合
を
為
和
が
書
き
記
し
た
も
の
が
含
ま
れ
て
お
り
、
氏
真
主
催
「
今
川
龍
王
丸
張
行
歌
合
」
で
詠
ん
だ
氏
真
歌
も
収
め
ら
れ
て
い
る
（
龍
王
丸
は
氏
真
の
幼
名
）
。
こ
の
歌
合
に
も
為
和
が
判
を
付
け
て
い
る
が
、
為
和
は
一
五
四
九
年
に
没
し
て
い
る
。
没
年
に
催
さ
れ
た
も
の
だ
と
し
て
も
、
氏
真
は
当
時
十
二
歳
、
い
ま
だ
幼
名
を
名
乗
る
元
服
前
に
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
氏
真
も
幼
少
期
は
為
和
か
ら
和
歌
を
教
え
ら
れ
、
為
和
没
後
は
、
為
和
の
息
子
の
為
益
か
ら
教
え
を
受
け
た
。
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
九
月
に
、
当
時
二
十
九
歳
の
氏
真
が
、
為
益
に
対
し
て
古
今
伝
授
を
乞
う
た
誓
状
も
残
さ
れ
て
い
る
）
4
（
。
　
な
お
氏
真
の
父
・
義
元
は
、
今
川
家
の
当
主
と
し
て
様
々
な
歌
合
や
歌
会
を
開
き
、
和
歌
を
詠
ん
で
い
た
が
、
漢
詩
や
和
漢
聯
句
を
好
ん
で
い
た
ら
し
い
。
義
元
は
駿
河
の
善
得
院
や
京
都
の
建
仁
寺
・
妙
心
寺
で
修
行
し
た
。
ま
た
義
元
の
教
育
係
で
あ
っ
た
太
原
崇
孚
（
雪
斎
）
も
、
も
と
も
と
は
建
仁
寺
の
僧
侶
で
、
後
に
妙
心
寺
第
三
十
五
世
と
な
っ
て
い
る
。
京
で
義
元
と
太
原
崇
孚
は
公
家
の
和
漢
聯
句
会
に
参
加
し
て
い
る
し
、
駿
河
版
『
聚
分
韻
略
』
『
歴
代
序
略
』
の
刊
行
に
太
原
崇
孚
が
関
わ
っ
て
い
る
）
5
（
な
ど
、
義
元
が
学
ん
だ
環
境
は
漢
籍
や
漢
詩
な
ど
漢
文
が
中
心
だ
っ
た
。
　
一
方
、
氏
真
の
幼
少
期
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
判
明
し
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
は
駿
河
の
今
川
家
で
育
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
氏
真
の
幼
少
期
か
ら
青
年
期
、
経
済
的
に
豊
か
な
大
国
・
駿
河
に
は
、
当
主
で
あ
る
義
元
を
頼
っ
て
、
様
々
な
人
々
が
駿
河
を
訪
れ
滞
在
し
て
い
た
。
先
述
し
た
冷
泉
為
和
以
外
に
も
、
義
元
の
母
・
寿
桂
尼
の
実
家
で
あ
る
中
御
門
家
、
父
・
氏
親
に
和
歌
を
教
え
た
三
条
西
家
、
4
そ
の
他
に
も
山
科
家
・
正
親
町
三
条
家
・
四
辻
家
の
人
々
も
来
訪
し
て
い
る
）
6
（
。
ま
た
、
連
歌
師
も
や
っ
て
来
る
。
こ
う
し
た
京
都
か
ら
来
た
公
家
や
連
歌
師
た
ち
は
、
土
産
と
し
て
歌
集
や
物
語
を
携
え
て
き
た
）
7
（
。
ま
た
公
家
や
連
歌
師
が
来
る
と
、
彼
ら
を
囲
ん
で
歌
会
や
連
歌
会
が
開
か
れ
た
。
文
化
的
な
環
境
と
し
て
は
、
漢
学
よ
り
も
和
歌
や
物
語
な
ど
の
和
学
が
盛
ん
で
、
そ
れ
ら
が
氏
真
の
教
養
の
中
心
だ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
　
今
川
氏
お
よ
び
氏
真
の
和
歌
事
績
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
井
上
宗
雄
）
8
（
・
米
原
正
義
）
9
（
に
よ
る
研
究
が
あ
る
。
氏
真
の
和
歌
は
、
『
天
正
三
乙
寅
年
詠
草
』
（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
、
201
／
600
、
以
下
「
今
川
氏
真
詠
草
」
と
略
称
す
る
）
と
『
詠
草
中
』
（
井
上
宗
雄
旧
蔵
、
現
蔵
は
不
明
）
の
二
種
の
詠
草
と
、
四
種
の
百
首
和
歌
、
一
種
の
十
五
首
和
歌
お
よ
び
拾
遺
五
十
二
首
が
『
今
川
氏
と
観
泉
寺
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
四
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
井
上
宗
雄
・
望
月
俊
江
「
草
庵
中
（
今
川
氏
真
詠
草
）
―
翻
刻
と
解
題
―
」
（
『
中
世
和
歌 
資
料
と
論
考
』
明
治
書
院
、
一
九
九
二
年
）
が
報
告
さ
れ
た
。
井
上
宗
雄
旧
蔵
で
あ
っ
た
「
草
庵
中
」
は
、
現
在
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
蔵
書
（
整
理
番
号
へ
4
／
8163
）
と
な
っ
て
い
る
。
『
新
編
私
家
集
大
成
』
に
は
『
今
川
氏
真
詠
草
』
（
氏
真
Ⅰ
）
・
『
詠
草
中
』
（
氏
真
Ⅱ
）
・
『
草
庵
中
』
（
氏
真
Ⅲ
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
　
さ
ら
に
近
年
、
先
掲
の
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
50
『
為
広
・
為
和
歌
合
集
』
所
収
「
今
川
龍
王
丸
張
行
歌
合
」
や
、
島
田
市
博
物
館
特
別
展
「
女
戦
国
大
名
寿
桂
尼
と
今
川
氏
」
（
二
〇
一
七
年
九
月
一
六
日
～
一
一
月
二
六
日
）
で
公
開
さ
れ
た
新
出
の
和
歌
懐
紙
）
10
（
な
ど
、
氏
真
の
詠
作
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
未
だ
報
告
さ
れ
て
い
な
い
詠
草
も
残
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
　
氏
真
の
詠
作
に
つ
い
て
は
、
「
古
典
へ
の
深
い
教
養
が
現
れ
て
い
る
」
（
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
「
氏
真
」
竹
島
一
希
執
筆
）
「
平
明
な
内
容
で
、
伝
統
的
な
詠
み
ぶ
り
」
（
同
書
「
氏
真
百
首
」
竹
島
一
希
執
筆
）
と
あ
る
の
が
代
表
的
な
評
価
で
あ
る
。
加
え
て
小
川
剛
生
は
、
幼
少
期
か
ら
水
準
以
上
の
歌
才
を
持
っ
て
い
た
こ
と
）
11
（
、
さ
ら
に
は
氏
真
が
和
歌
に
謡
曲
を
踏
ま
え
た
り
、
複
雑
な
題
を
詠
み
こ
な
す
手
腕
が
あ
る
一
方
で
、
直
截
に
自
分
の
境
涯
を
吐
露
す
る
歌
を
残
し
て
い
る
こ
と
）
12
（
も
指
摘
し
て
い
る
。
今
川
氏
真
と
和
歌
5
　
氏
真
の
ま
と
ま
っ
た
和
歌
で
は
、
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
の
一
年
間
に
詠
ん
だ
歌
全
四
二
六
首
を
収
め
た
『
今
川
氏
真
詠
草
』
が
、
残
さ
れ
て
い
る
中
で
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
。
『
今
川
氏
真
詠
草
』
は
、
天
正
三
年
の
氏
真
の
事
績
を
辿
る
史
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
和
歌
表
現
や
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
前
掲
の
『
今
川
氏
と
観
泉
寺
』
第
二
部
第
三
章
第
三
節
「
氏
真
の
生
涯
（
二
）
―
中
年
期
―
」
（
井
上
宗
雄
執
筆
）
に
、
氏
真
の
足
取
り
を
追
い
つ
和
歌
表
現
に
も
注
目
し
た
言
及
が
な
さ
れ
て
い
た
他
に
は
、
近
年
、
嵯
峨
良
蒼
樹
『
評
伝
今
川
氏
真
―
み
な
月
の
み
し
か
き
影
を
う
ら
む
な
よ
』
（S
A
G
A
R
A
S
U
N
出
版
、
二
〇
一
八
年
）
が
氏
真
の
旅
の
様
子
や
和
歌
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
る
の
が
、
『
今
川
氏
真
詠
草
』
の
和
歌
に
関
す
る
先
行
研
究
で
あ
る
。
　
『
今
川
氏
真
詠
草
』
の
和
歌
の
特
徴
や
、
そ
こ
に
見
い
だ
せ
る
氏
真
の
物
の
見
方
や
関
心
の
有
り
よ
う
に
つ
い
て
は
、
考
究
の
余
地
が
多
分
に
残
さ
れ
て
い
る
。
中
世
和
歌
を
研
究
す
る
立
場
と
視
点
か
ら
、
『
今
川
氏
真
詠
草
』
に
詠
ま
れ
た
氏
真
の
和
歌
に
寄
せ
る
関
心
や
こ
の
詠
草
の
性
質
に
つ
い
て
、
以
下
考
察
し
て
ゆ
く
。
　
　
　
　
二
、
『
今
川
氏
真
詠
草
』
に
見
る
氏
真
の
関
心
　
天
正
三
年
当
時
、
氏
真
は
三
十
八
歳
だ
っ
た
。
『
今
川
氏
真
詠
草
』
は
端
題
に
「
天
正
三
乙
寅
年
草
案　
宗
誾
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
端
書
は
別
筆
で
書
か
れ
て
い
る
上
に
、
天
正
三
年
は
正
し
く
は
乙
亥
で
あ
り
、
干
支
が
誤
っ
て
い
る
た
め
氏
真
自
身
の
命
名
で
は
な
い
と
推
測
さ
れ
て
い
る
）
13
（
。
但
し
、
氏
真
が
「
宗
誾
」
と
署
名
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
最
も
古
い
史
料
は
天
正
三
年
七
月
十
九
日
の
上
杉
輝
虎
宛
の
書
状
で
あ
る
）
14
（
か
ら
、詠
草
を
ま
と
め
た
時
点
で
「
宗
誾
」
を
名
乗
っ
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
今
川
氏
は
、永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
に
武
田
信
玄
の
侵
攻
を
受
け
て
駿
河
か
ら
出
て
、
翌
十
二
年
（
一
五
六
九
）
に
懸
川
城
も
家
康
に
開
け
渡
し
、
駿
河
で
の
覇
権
を
失
っ
た
後
だ
っ
た
。
浜
松
で
家
康
の
庇
護
の
も
と
に
あ
っ
た
氏
真
は
、
京
都
へ
旅
に
出
る
。
6
　
旅
の
目
的
は
、「（
正
月
）
十
三
日
物
詣
の
志
あ
り
て
発
足
」（
9
番
詞
書
）
と
あ
る
よ
う
に
、
物
見
遊
山
だ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
詠
草
は
、
「
是
よ
り
道
す
が
ら
の
所
〳
〵
行
〳
〵
書
き
し
る
す
も
同
計
な
れ
ば
、
つ
ゞ
か
ず
と
も
歌
に
し
て
、
田
舎
の
な
ぐ
さ
み
に
も
と
書
付
」（
26
～
30
詞
書
）
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
た
だ
訪
れ
た
場
所
を
記
録
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
和
歌
を
詠
み
、「
田
舎
の
な
ぐ
さ
み
」
に
し
た
い
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
ち
な
み
に
「
思
ひ
し
は
数
に
も
あ
ら
ず
九
重
や
八
重
に
ぎ
ほ
ふ
軒
を
な
ら
べ
て
」（
37
）
と
詠
ん
で
お
り
、
想
像
で
思
い
描
い
て
い
た
よ
り
も
賑
わ
っ
て
い
る
京
の
様
子
に
感
動
を
覚
え
て
い
る
の
で
、
こ
の
時
が
氏
真
に
と
っ
て
初
め
て
の
上
洛
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
　
さ
て
京
都
を
訪
れ
た
氏
真
は
、
精
力
的
に
京
都
の
名
所
を
訪
れ
た
。
四
月
二
十
三
日
に
京
を
出
立
す
る
ま
で
に
氏
真
が
訪
れ
た
ま
た
は
眺
望
し
た
（
し
よ
う
と
し
た
）
場
所
を
、
詞
書
か
ら
掲
出
し
た
が
次
の
一
覧
で
あ
る
。
和
歌
に
詠
み
込
ま
れ
た
地
名
も
含
め
る
と
さ
ら
に
数
は
増
え
る
が
、
ひ
と
ま
ず
詞
書
か
ら
掲
出
す
る
。
な
お
、
複
数
の
歌
に
詞
書
が
掛
か
っ
て
い
る
箇
所
が
多
く
煩
雑
に
な
る
た
め
、
そ
の
場
合
は
最
初
の
歌
の
番
号
だ
け
を
挙
げ
た
。
　
　
 
白
川
・
神
楽
岡
吉
田
・
東
山
殿
御
旧
跡
（
37
）
四
条
・
恋
の
中
川
（
38
）
祇
園
（
39
）
八
坂
の
塔
・
雲
居
寺
・
真
葛
原
（
40
）
清
水
寺
（
41
）
知
恩
院
・
霊
山
八
寺
（
43
）
三
十
三
間
堂
蓮
花
王
院
（
44
）
・
東
福
寺
・
南
明
院 
俊
成
御
廟
（
45
）
・
仏
光
寺
・
六
条
河
原
院
跡
（
46
）
禁
中
（
47
）
北
野
社
（
49
）
内
野
（
51
）
北
山
石
不
動
（
52
）
金
閣
（
53
）
舟
岡
七
社
・
双
の
岡
・
紫
野
（
54
）
引
接
寺
（
59
）
松
尾
・
西
方
寺
・
梅
津
寺
・
大
井
・
桂
・
西
院
・
壬
生
（
60
）
賀
茂
社
・
宮
中
・
千
本
・
比
叡
山
（
67
）
愛
宕
・
嵯
峨
・
広
沢
・
紙
屋
川
・
鳴
滝
（
70
）
清
滝
川
・
高
尾
・
栂
尾
（
75
）
陽
（
永
カ
）明
院
・
千
本
（
83
）
北
野
社
（
84
）
亀
山
（
88
）
有
栖
川
・
大
井
川
・
恋
の
中
川
・
西
行
庵
室
跡
・
嵐
山
（
89
）
松
尾
山
・
大
井
川
（
94
）
称
念
寺
・
大
覚
寺
・
名
こ
そ
の
滝
（
96
）
栖
霞
寺
（
98
）
法
然
石
塔
・
二
尊
院
（
100
）
大
覚
寺
（
101
）
竜
安
寺
・
衣
笠
山
（
102
）
等
持
院
（
105
）
鞍
馬
・
市
原
（
106
）
僧
上
ヶ
谷
・
貴
船
（
111
）
今
川
氏
真
と
和
歌
7
市
原
・
小
野
（
113
）
深
泥
池
・
松
ヶ
崎
（
115
）
八
幡
社
・
東
寺
・
鳥
羽
（
120
）
石
清
水
（
132
）
宇
治
・
田
原
・
大
和
路
（
136
）
山
城
・
伊
賀
（
143
）
歓
喜
寺
定
家
御
廟
（
150
）
・
泉
涌
寺
・
雲
龍
院
（
151
）
来
迎
院
（
153
）
深
草
・
稲
荷
・
東
福
寺
（
155
）
二
尊
院
（
159
）
定
家
山
荘
跡
（
161
）
戸
無
瀬
の
滝
・
野
々
宮
・
芹
川
（
162
）
竜
安
寺
・
等
持
院
（
164
）
嵯
峨
（
167
・
178
）
天
龍
寺
・
涙
川
（
183
）
三
鈷
寺
（
186
）
仁
和
寺
（
188
）
妙
心
寺
（
193
）
清
水
（
195
）
東
亀
山
・
霊
山
（
198
）
藪
林
寺
（
200
）
祇
園
・
知
恩
院
・
黒
谷
（
201
）
東
山
殿
跡
（
204
）
吉
田
宮
（
204
）
伏
見
・
醍
醐
（
206
）
西
行
住
居
跡
・
神
楽
岡
（
207
）
鴨
川
（
212
）
清
水
（
213
）
雲
林
院
（
220
）
音
羽
山
・
霊
山
（
230
）
東
山
（
233
）
建
仁
寺
光
堂
（
239
）
・
清
水
（
248
）
三
条
西
実
澄
邸
・
飛
鳥
井
邸
（
253
）
八
幡
（
257
）
宇
治
（
261
）
平
等
院
（
266
）
朝
日
山
（
268
）
指
月
庵
（
269
）
花
山
（
271
）
阿
弥
陀
峰
（
272
）
神
輿
岡
（
284
）
糺
の
森
（
285
）
竜
安
寺
（
286
）
　
一
月
下
旬
に
京
都
に
入
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
四
月
二
十
三
日
に
京
を
発
つ
ま
で
の
三
ヶ
月
間
で
、
西
は
嵯
峨
嵐
山
・
愛
宕
、
北
は
鞍
馬
・
貴
船
・
市
原
、
南
は
宇
治
田
原
や
八
幡
ま
で
と
、
京
都
中
を
巡
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
京
へ
入
り
ま
ず
東
山
近
辺
の
名
所
を
巡
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
氏
真
が
京
都
の
拠
点
と
し
た
の
は
お
そ
ら
く
東
山
の
ど
こ
か
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
）
15
（
。
京
都
に
初
め
て
や
っ
て
来
て
、
有
名
な
場
所
を
次
々
に
訪
れ
和
歌
を
詠
む
精
力
的
な
姿
は
、
そ
れ
以
前
に
京
都
に
対
し
て
抱
い
て
い
た
関
心
の
高
さ
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
氏
真
の
憧
れ
の
強
さ
を
窺
わ
せ
る
。
　
注
目
さ
れ
る
の
が
、
四
角
で
囲
っ
た
よ
う
に
俊
成
御
廟
（
45
）
・
定
家
御
廟
（
150
）
・
定
家
山
荘
跡
（
161
）
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
俊
成
・
定
家
は
、
氏
真
が
和
歌
を
学
ん
だ
冷
泉
為
和
・
為
益
の
祖
先
に
あ
た
る
。
特
に
定
家
は
、
歌
人
に
と
っ
て
崇
敬
の
対
象
で
あ
る
か
ら
、
俊
成
や
定
家
の
廟
は
、
歌
人
と
し
て
、
ま
た
冷
泉
家
流
の
和
歌
を
学
ん
だ
身
と
し
て
、
ぜ
ひ
訪
ね
て
お
き
た
い
場
所
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
　
ま
た
、
寺
社
仏
閣
と
並
ん
で
歌
枕
に
も
多
く
訪
れ
て
い
る
。
例
と
し
て
二
首
挙
げ
る
。
8
　
　
　
　
仏
光
寺
こ
ゝ
か
し
こ
見
物
、
六
条
河
原
院
の
跡
畠
也
　
　
煙
こ
そ
た
ゆ
と
聞
つ
る
塩
竈
の
う
ら
若
草
に
い
づ
ち
共
な
し
（
46
）
　
　
　
　
暮
過
る
程
に
京
へ
は
遠
し
。
称
念
寺
一
宿
　
　
昔
だ
に
絶
ぬ
る
瀧
の
音
な
れ
ど
し
た
へ
ば
名
こ
そ
猶
残
け
れ
（
96
）
　
　
　
　
大
学
寺
の
瀧
、
名
こ
そ
の
瀧
と
云
　
46
は
源
融
が
河
原
院
に
塩
竃
の
浦
を
模
し
て
作
っ
た
景
勝
を
偲
び
、
「
持
ち
主
で
あ
っ
た
源
融
が
亡
く
な
っ
た
後
、
す
で
に
煙
が
絶
え
て
し
ま
っ
た
と
聞
い
て
い
た
塩
竃
の
浦
に
は
、
う
ら
若
い
草
が
茂
っ
て
、
ど
こ
に
塩
竃
の
浦
が
築
か
れ
て
い
た
の
か
も
分
か
ら
な
い
」
、
96
は
名
こ
そ
の
滝
を
見
な
が
ら
詠
み
「
公
任
が
歌
を
詠
ん
だ
昔
で
さ
え
も
絶
え
て
し
ま
っ
て
い
た
滝
の
音
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
を
慕
っ
て
い
る
か
ら
名
こ
そ
の
滝
の
高
名
は
今
な
お
残
っ
て
い
る
の
だ
」
の
歌
意
で
あ
る
。
46
歌
は
『
古
今
集
』
の
「
君
ま
さ
で
煙
た
え
に
し
ほ
が
ま
の
浦
さ
び
し
く
も
見
え
渡
る
か
な
」
（
哀
傷
852
「
河
原
の
左
の
お
ほ
い
ま
う
ち
ぎ
み
の
身
ま
か
り
て
の
ち
、
か
の
家
に
ま
か
り
て
あ
り
け
る
に
、
し
ほ
が
ま
と
い
ふ
所
の
さ
ま
を
つ
く
れ
り
け
る
を
見
て
よ
め
る
」
）
を
、
96
歌
は
「
た
き
の
お
と
は
た
え
て
久
し
く
な
り
ぬ
れ
ど
名
こ
そ
な
が
れ
て
な
ほ
き
こ
え
け
れ
」
（
『
百
人
一
首
』
55
公
任
／
『
拾
遺
集
』
雑
上
449
「
大
覚
寺
に
人
人
あ
ま
た
ま
か
り
た
り
け
る
に
、
ふ
る
き
た
き
を
よ
み
侍
り
け
る
」
初
句
「
た
き
の
糸
は
」
）
を
踏
ま
え
て
詠
ん
で
い
る
。
和
歌
に
詠
ま
れ
た
旧
跡
を
訪
れ
、
古
歌
の
時
点
で
す
で
に
失
わ
れ
て
い
た
煙
・
滝
音
が
や
は
り
無
い
こ
と
を
確
か
め
る
と
い
う
視
点
で
あ
る
。
　
こ
う
し
た
古
歌
を
偲
び
、
旧
跡
を
訪
れ
て
そ
の
場
所
の
現
状
を
確
認
す
る
と
い
う
氏
真
の
姿
勢
が
顕
著
な
の
が
、
92
歌
で
あ
る
。
な
お
、
さ
き
ほ
ど
一
覧
表
に
は
89
詞
書
と
し
て
あ
げ
た
が
、
89
～
93
ま
で
の
七
首
に
は
同
じ
詞
書
が
掛
か
っ
て
い
る
。
今
川
氏
真
と
和
歌
9
　
　
　
　
あ
り
す
川
、
大
井
川
、
恋
の
中
川
、
西
行
庵
室
の
跡
な
ど
ゝ
申
せ
ど
も
、
畠
の
如
く
也
。
上
は
嵐
山
　
　
哀
い
か
に
あ
た
ら
桜
の
陰
も
な
し
か
こ
ち
が
ほ
な
る
隠
家
の
跡
（
92
）
　
歌
意
は
、
「
あ
な
ん
と
惜
し
い
こ
と
に
桜
の
木
陰
も
無
い
こ
と
だ
。
恨
み
嘆
い
て
い
る
様
子
の
隠
れ
家
の
跡
だ
」
。
詞
書
か
ら
、
氏
真
が
行
っ
た
の
は
嵯
峨
嵐
山
近
辺
な
の
で
、
今
の
西
光
院
（
京
都
市
右
京
区
嵐
山
山
田
町
）
近
辺
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
西
光
寺
は
明
治
時
代
に
な
っ
て
、
西
行
の
庵
の
跡
地
に
寺
が
作
ら
れ
、
そ
れ
以
前
は
荒
れ
果
て
い
た
場
所
な
の
で
、
氏
真
が
「
畑
の
ご
と
く
な
り
」
と
記
し
て
い
る
の
に
合
致
し
て
い
る
。
氏
真
は
、
西
行
が
住
ん
で
い
た
場
所
を
訪
れ
た
が
、
そ
こ
は
も
う
す
っ
か
り
様
子
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
　
歴
史
あ
る
場
所
を
訪
れ
て
も
、
何
百
年
と
い
う
時
代
を
隔
て
い
る
た
め
、
当
然
、
景
色
は
変
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
時
代
を
超
え
て
同
じ
も
の
が
あ
る
は
ず
だ
、
何
か
欠
片
で
も
過
去
を
偲
ぶ
よ
す
が
残
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
歴
史
上
・
物
語
上
の
人
物
の
視
線
で
景
色
を
見
る
「
追
体
験
の
旅
）
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（
」
に
は
、
そ
う
し
た
期
待
が
あ
る
。
氏
真
も
、
西
行
が
住
ん
で
い
た
場
所
で
、
西
行
が
見
た
景
色
を
見
た
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
桜
の
木
陰
が
無
い
と
詠
ん
で
い
る
。
92
歌
は
桜
の
咲
き
始
め
の
季
節
の
歌
な
の
で
、
畑
の
よ
う
に
荒
れ
た
そ
の
場
所
に
は
、
桜
の
花
が
咲
い
て
い
な
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
桜
の
木
す
ら
も
は
や
無
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
西
行
は
「
ね
が
は
く
は
花
の
し
た
に
て
春
し
な
む
そ
の
二
月
の
も
ち
月
の
比
」
（
『
新
古
今
集
』
雑
下
1993
「
題
し
ら
ず
」
）
と
詠
み
、
そ
の
歌
の
通
り
に
二
月
十
六
日
に
没
し
た
こ
と
で
有
名
な
よ
う
に
、
桜
花
と
月
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
歌
人
だ
っ
た
。
そ
の
西
行
が
住
ん
だ
場
所
で
、
氏
真
は
西
行
を
偲
び
な
が
ら
、
西
行
が
愛
し
た
桜
の
花
を
見
た
か
っ
た
。
換
言
す
る
と
氏
真
は
、
西
行
の
視
点
で
、
西
行
の
よ
う
に
、
西
行
が
住
ん
だ
場
所
で
桜
を
見
て
、
和
歌
を
詠
み
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
ま
た
こ
の
92
歌
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
氏
真
の
和
歌
が
三
句
ま
で
西
行
歌
の
詞
を
そ
の
ま
使
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
「
哀
い
か
に
」
は
10
「
あ
は
れ
い
か
に
草
葉
の
露
の
こ
ぼ
る
ら
む
秋
風
た
ち
ぬ
宮
城
野
の
原
」
（
『
新
古
今
集
』
秋
上
300
「
題
し
ら
ず
」
）
、「
あ
た
ら
桜
の
」
は
「
花
見
に
と
群
れ
つ
人
の
来
る
の
み
ぞ
あ
た
ら
桜
の
と
が
に
は
有
り
け
る
」
（
『
山
家
集
』
87
「
し
づ
か
な
ら
ん
と
思
ひ
け
る
こ
ろ
、
花
見
に
人
々
ま
う
で
来
た
り
け
れ
ば
」
）
、
「
か
こ
ち
顔
な
る
」
は
、
「
嘆
け
と
て
月
や
は
物
を
思
は
す
る
か
こ
ち
が
ほ
な
る
我
が
涙
か
な
」
（
『
千
載
集
』
恋
五
・
929
「
月
前
恋
と
い
へ
る
心
を
よ
め
る
」
／
『
百
人
一
首
』
86
）
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
取
っ
た
詞
で
あ
る
。
西
行
の
著
名
歌
の
一
部
ず
つ
を
切
り
抜
い
て
、
継
ぎ
合
わ
せ
て
作
っ
た
よ
う
な
歌
だ
。
こ
れ
を
模
倣
や
真
似
と
評
す
る
の
は
簡
単
だ
が
、
先
述
し
た
よ
う
に
氏
真
は
、
西
行
ゆ
か
り
の
場
所
で
、
西
行
の
見
た
も
の
を
見
て
、
西
行
の
よ
う
に
和
歌
を
詠
み
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
西
行
が
見
た
景
色
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
西
行
ゆ
か
り
の
場
所
で
西
行
の
よ
う
に
和
歌
を
詠
み
た
い
と
い
う
願
望
が
、
西
行
の
使
っ
た
詞
を
使
っ
て
自
分
も
歌
を
詠
む
と
い
う
行
為
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
氏
真
自
身
の
落
胆
や
嘆
き
を
、
西
行
の
詞
で
表
現
す
る
、
こ
れ
は
西
行
の
追
体
験
と
呼
び
う
る
営
為
で
あ
る
。
　
ち
な
み
に
氏
真
の
和
歌
へ
の
態
度
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
こ
れ
ま
で
に
も
引
用
さ
れ
て
き
た
）
17
（
も
の
で
あ
る
が
、
『
故
老
諸
談
』
に
次
の
よ
う
な
逸
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。
　
　
 
今
川
氏
真
入
道
宗
誾
御
対
談
の
時
、
和
歌
物
語
を
披
レ
成
け
れ
ば
、
宗
誾
云
、
「
歌
道
は
広
大
に
し
て
常
人
の
至
る
所
に
非
ず
、
一
句
を
つ
ら
ぬ
る
に
も
、
詞
を
習
は
ず
し
て
は
云
出
す
事
な
ら
ず
、
師
伝
な
け
れ
ば
読
方
を
し
ら
ず
、
詞
花
言
葉
の
為
に
、
遍
く
歌
書
を
見
ざ
れ
ば
歌
ら
し
き
歌
な
く
、
殊
に
む
つ
か
し
き
物
に
て
候
」
と
申
さ
れ
け
れ
ば
、
…
　
和
歌
の
道
は
果
て
し
な
く
、
凡
人
が
た
ど
り
着
け
る
も
の
で
は
な
い
。
一
句
を
連
ね
る
に
も
、
和
歌
の
詞
を
学
ば
ず
に
作
り
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
師
匠
か
ら
の
教
え
が
な
け
れ
ば
詠
む
方
法
は
わ
か
ら
な
い
、
和
歌
の
詞
の
た
め
に
、
広
く
歌
集
を
読
ま
な
く
て
は
歌
ら
し
今
川
氏
真
と
和
歌
11
い
歌
は
で
き
ず
、
特
別
に
難
し
い
も
の
で
す
、
と
氏
真
が
家
康
に
話
し
た
と
い
う
。
こ
の
後
に
は
、
家
康
が
氏
真
に
、
そ
う
し
た
歌
の
作
り
方
は
「
青
公
家
衆
」
の
も
の
だ
、
和
歌
は
思
う
が
ま
に
詠
め
ば
よ
い
と
言
い
、
氏
真
は
返
す
言
葉
が
な
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
氏
真
の
和
歌
へ
の
耽
溺
や
、
兵
法
よ
り
も
文
化
に
傾
く
姿
勢
を
批
判
す
る
文
脈
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
が
実
話
か
ど
う
か
も
分
か
ら
な
い
の
だ
が
、
氏
真
の
和
歌
の
作
り
方
に
は
合
致
し
た
記
述
で
あ
る
。
和
歌
の
詞
を
学
ぶ
こ
と
、
師
匠
か
ら
教
え
を
受
け
広
く
歌
集
を
読
む
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
の
は
、
中
世
の
歌
人
に
と
っ
て
は
常
識
的
な
も
の
で
は
あ
る
。
伝
統
的
な
詞
や
表
現
の
中
で
詠
歌
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
氏
真
に
つ
い
て
い
え
ば
、
古
歌
の
詞
を
使
っ
て
和
歌
を
詠
む
こ
と
は
、
昔
の
歌
人
た
ち
の
視
線
と
重
ね
合
わ
せ
て
情
景
や
感
情
を
表
現
す
る
、
古
の
歌
人
の
感
受
性
を
な
ぞ
る
行
為
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
三
、
『
今
川
氏
真
詠
草
』
と
戦
乱
の
時
世
　
『
今
川
氏
真
詠
草
』
は
あ
く
ま
で
も
和
歌
を
主
体
と
し
た
歌
日
記
で
あ
る
。
氏
真
が
、
和
歌
の
中
心
で
あ
り
本
拠
地
の
京
都
で
、
自
ら
も
歌
人
と
し
て
そ
の
地
に
立
ち
歌
ご
こ
ろ
を
表
現
す
る
と
い
う
も
の
だ
。
　
そ
の
姿
勢
は
、
京
を
離
れ
た
後
も
一
貫
し
て
い
る
。
『
今
川
氏
真
詠
草
』
が
氏
真
の
伝
記
研
究
で
重
要
な
史
料
と
な
っ
て
き
た
の
は
、
詞
書
か
ら
氏
真
の
足
跡
を
辿
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
和
歌
そ
の
も
の
に
は
戦
国
の
時
世
を
窺
わ
せ
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
詠
ま
れ
て
い
な
い
。
　
例
と
し
て
、
長
篠
の
戦
い
の
前
後
に
詠
ん
だ
歌
を
取
り
上
げ
る
。
「
三
州
境
さ
は
が
し
き
と
云
人
あ
る
を
聞
て
、
い
そ
ぎ
下
る
べ
き
と
て
」
（
288
・
289
詞
書
）
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
武
田
勝
頼
が
三
河
へ
侵
入
し
た
の
を
機
と
し
て
、
氏
真
は
四
月
二
十
三
日
に
京
を
出
立
す
る
。
四
月
二
十
九
日
に
尾
張
名
古
屋
に
到
着
す
る
が
、「
さ（マ
）い
山
麓
に
舟
を
着
る
、
所
〻
名
所
あ
り
。
忘
ざ
る
さ
き
に
と
、
と
ま
り
に
て
書
つ
く
る
」
（
311
～
319
詞
書
）
と
あ
る
の
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
間
の
旅
で
近
江
か
ら
尾
張
の
歌
枕
を
実
見
し
和
歌
を
詠
み
続
け
て
い
12
る
。
京
を
離
れ
て
も
、
和
歌
の
伝
統
に
即
し
た
叙
景
に
眼
目
が
あ
る
。
　
さ
て
、
戦
に
際
し
て
最
も
緊
迫
し
た
折
の
和
歌
を
見
て
み
よ
う
。
　
　
　
　
 
夜
半
よ
り
雨
晴
て
早
朝
立
、
三
屋
の
わ
た
り
を
し
て
尾
張
奈
古
屋
に
着
、
弥
境
目
物
さ
わ
が
し
け
れ
ば
あ
た
り
も
見
ず
下
向
、
卯
月
廿
九
日
　
　
軒
近
き
竹
の
若
葉
も
茂
り
合
て
又
め
づ
ら
し
き
庭
の
面
か
な
（
321
）
　
　
あ
や
め
草
か
り
ね
と
ぞ
お
も
ふ
五
月
雨
の
ふ
る
き
軒
も
る
よ
は
の
枕
に
（
322
）
　
　
都
に
て
聞
し
初
音
は
春
な
れ
ど
五
月
も
稀
に
鳴
時
鳥
（
323
）
　
　
竹
垣
の
外
面
の
日
影
暮
初
て
匂
ふ
も
さ
び
し
樗
さ
く
か
げ
（
324
）
　
　
春
の
夜
は
思
ひ
や
り
つ
る
庭
の
面
の
若
葉
に
霞
む
月
の
涼
し
さ
（
325
）
　
早
朝
に
出
立
し
て
名
古
屋
に
到
着
す
る
ま
で
は
、
「
弥
境
目
物
さ
わ
が
し
け
れ
ば
、
あ
た
り
も
見
ず
下
向
」
と
あ
る
よ
う
に
、
さ
す
が
に
歌
枕
や
名
所
に
目
を
配
る
余
裕
は
無
か
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
井
上
宗
雄
）
18
（
は
こ
の
折
の
和
歌
に
つ
い
て
、
「
和
歌
自
身
は
も
と
よ
り
世
上
の
緊
迫
感
を
詠
ん
だ
も
の
は
な
く
、
季
節
の
景
・
情
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
か
な
り
佳
什
が
揃
っ
て
い
る
。
（
324
・
325
引
用
略
、
引
用
者
注
）
世
俗
的
な
緊
張
感
の
高
ま
り
が
、
却
っ
て
調
べ
を
張
り
つ
め
さ
せ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
評
価
し
て
い
る
。
慌
た
だ
し
く
緊
迫
し
た
状
況
の
中
、
歌
枕
を
実
見
し
和
歌
に
詠
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
で
も
戦
に
向
か
う
心
情
も
騒
が
し
い
世
上
も
和
歌
に
は
全
く
投
影
さ
れ
て
い
な
い
点
に
注
目
さ
れ
る
。
　
こ
の
後
氏
真
は
、
長
篠
の
戦
の
後
詰
を
つ
と
め
、
諏
訪
原
城
の
侵
攻
に
加
わ
っ
て
い
る
。
今
川
氏
真
と
和
歌
13
　
　
　
　
 
五
月
十
五
日
三
州
牛
久
保
打
着
、
長
篠
後
詰
の
ほ
ど
毎
日
備
あ
り
て
、
同
廿
一
日
甲
州
勢
敗
軍
、
廿
五
日
迄
山
中
さ
が
し
出
す
と
て
張
陣
、
廿
七
日
駿
河
筋
動
所
〻
放
火
其
ひ
ま
〳
〵
に
　
　
目
路
絶
て
雲
の
を
り
ゐ
る
賤
機
の
山
も
緑
の
五
月
雨
の
頃
（
326
）
　
　
月
日
へ
て
み
し
跡
も
な
き
故
郷
に
そ
の
神
垣
ぞ
か
た
計
な
る
（
327
）
　
　
清
見
が
た
は
る
ゝ
向
ひ
の
水
底
に
影
を
な
ら
ぶ
る
三
保
の
松
原
（
328
）
　
　
玉
鉾
の
跡
と
も
み
え
ず
茂
り
つ
ゝ
こ
ゆ
る
も
迷
ふ
う
つ
の
山
哉
（
329
）
　
　
雲
霧
の
晴
行
富
士
の
白
雪
は
時
し
ら
ね
ど
も
時
わ
か
れ
け
り
（
330
）
　
氏
真
は
五
月
十
五
日
に
三
河
国
牛
窪
に
到
着
し
、
後
詰
め
に
備
え
た
。
十
八
日
に
信
長
軍
と
家
康
軍
が
設
楽
原
に
到
着
し
、
二
十
日
深
夜
に
鳶
ケ
巣
山
砦
を
強
襲
、
二
十
一
日
早
朝
か
ら
昼
過
ぎ
ま
で
武
田
軍
と
織
田
・
徳
川
軍
の
戦
い
が
続
き
、
武
田
軍
は
敗
れ
合
戦
は
終
結
し
た
。
戦
の
後
、
二
十
五
日
ま
で
氏
真
は
武
田
軍
の
残
党
を
山
中
で
探
索
す
る
た
め
に
陣
を
張
り
、
二
十
七
日
に
は
家
康
の
遠
江
・
駿
河
の
武
田
領
へ
の
侵
攻
に
随
っ
て
い
る
。
　
こ
の
折
の
和
歌
に
つ
い
て
、
米
原
正
義
）
19
（
は
328
歌
に
つ
い
て
「
あ
る
い
は
三
保
の
松
原
に
駿
河
今
川
氏
そ
の
も
の
を
感
じ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
」
、
小
和
田
哲
男
）
20
（
は
326
～
330
の
五
首
に
つ
い
て
「
氏
真
の
故
郷
に
寄
せ
る
感
慨
が
、
何
と
な
く
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
歌
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
但
し
直
截
的
に
心
情
が
詠
ま
れ
て
い
る
の
は
、
327
歌
「
月
日
へ
て
み
し
跡
も
な
き
故
郷
に
」
だ
け
で
あ
り
、
こ
に
自
身
が
か
つ
て
治
め
、
失
っ
た
駿
河
へ
の
悲
哀
を
詠
ん
で
い
る
。
五
月
十
九
日
は
父
・
義
元
の
命
日
で
あ
る
か
ら
、
悲
哀
は
い
っ
そ
う
大
き
か
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
、
他
は
「
清
見
潟
」
「
三
保
の
松
原
」
「
宇
津
の
山
」
「
富
士
」
と
、
駿
河
国
の
歌
枕
を
和
歌
に
詠
む
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
。
特
に
329
・
330
は
『
伊
勢
物
語
』
第
九
段
「
宇
津
の
山
に
い
た
り
て
、
わ
が
入
ら
む
と
す
る
道
は
い
と
暗
う
14
細
き
に
、
蔦
か
へ
で
は
茂
り
、
も
の
心
細
く
…
／
駿
河
な
る
宇
津
の
山
べ
の
う
つ
に
も
夢
に
も
人
に
あ
は
ぬ
な
り
け
り
」
「
時
知
ら
ぬ
山
は
富
士
の
嶺
い
つ
と
て
か
鹿
の
子
ま
だ
ら
に
雪
の
降
る
ら
む
」
を
踏
ま
え
、
業
平
の
東
下
り
の
視
点
に
自
ら
を
重
ね
て
和
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
長
篠
の
戦
い
の
渦
中
に
あ
っ
て
氏
真
が
詠
ん
だ
歌
は
、
五
月
の
風
物
を
描
き
出
す
ば
か
り
で
、
戦
乱
の
時
世
を
映
さ
な
い
こ
と
に
改
め
て
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
こ
う
し
た
点
か
ら
も
、
『
今
川
氏
真
詠
草
』
の
和
歌
が
、
〈
古
い
に
し
え
〉
の
風
雅
を
偲
ぶ
と
い
う
基
調
で
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
詞
書
に
は
自
身
が
ど
こ
で
何
を
し
た
か
と
い
う
記
録
の
性
格
も
あ
る
。
し
か
し
和
歌
に
は
、
戦
乱
の
時
世
を
映
す
こ
と
に
氏
真
の
意
図
は
無
い
の
だ
。
　
そ
う
し
た
中
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
次
の
一
首
で
あ
る
。
　
　
　
　
信
長
和
泉
筋
出
陣
、
八
幡
に
て
見
物
　
　
み
か
り
せ
し
跡
や
鳥
羽
田
の
面
影
に
賤
が
車
ぞ
行
廻
り
け
る
（
257
）
　
こ
の
歌
は
、
信
長
の
出
陣
を
八
幡
ま
で
見
に
行
っ
た
折
の
も
の
で
あ
る
。
単
に
「
見
物
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
『
宣
教
卿
記
』
に
よ
る
と
、
五
日
に
出
陣
前
の
信
長
を
見
舞
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
、
六
日
も
円
福
寺
門
外
で
見
物
し
た
と
あ
る
。
『
宣
教
卿
記
』
の
記
述
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
『
宣
教
卿
記
』
天
正
三
年
四
月
条
　
　
 
□
（
五
）
日
、
卯
、
天
晴
、
一
、
信
長
へ
各
見
舞
ニ
参
也
。
人
数
之
輩
次
第
不
同
、
三
大
・
中
山
大
・
烏
大
・
山
大
・
勧
大
・
源
中
納
言
・
今
川
氏
真
と
和
歌
15
四
中
・
甘
中
・
源
宰
相
・
勧
弁　
　
　
広
橋
・
竹
兵
・
中
院
・
松
木
・
持
明
院
・
河
鰭　
　
　
左
衛
門
督
・
五
辻
・
薄
・
中
山
中
将
・
新
蔵
人
　
坊
城
・
予
。
　
　
一
□
□
振
舞
也
、
三
侍
従
ニ
ハ
コ
シ
刀
被
レ
致
也
。
　
　
 
六
日
、
戌
、
天
晴
、
一
、
信
長
大
坂
ヘ
陣
立
也
。
各
被
レ
来
二
見
物
一
云
々
。
昨
日
之
人
数
早
々
見
物
也
。
園
（
円
）
福
寺於
門
外
見
物
也
。
藤
吉
・
大
塩
・
因
幡
伊
予
、
信
長
手
人
数
一
万
計
ト
ノ
ツ
モ
リ
也
。
（
下
略
）
　
こ
に
は
氏
真
の
名
は
見
え
ず
、
五
日
の
信
長
へ
の
見
舞
い
に
は
同
席
し
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
六
日
の
見
物
は
、
氏
真
が
自
発
的
に
出
向
い
た
と
い
う
よ
り
、
信
長
や
公
家
と
の
付
き
合
い
の
一
環
と
し
て
加
わ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
　
「
み
か
り
せ
し
…
」
の
歌
意
は
、
「
歴
代
の
天
皇
や
上
皇
が
狩
り
を
し
た
鳥
羽
田
の
面
影
に
、
賤
し
い
者
た
ち
の
車
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
を
行
き
巡
る
」
。
信
長
の
一
万
に
も
及
ぶ
軍
勢
が
進
む
様
は
、
「
辰
刻
信
長
南
方
ヘ
出
陣
、
一
万
余
、
室
町
通
五
条
ヘ
也
。
（
中
略
）
今
日
出
陣
驚
レ
目
之
由
申
了
」
（
『
兼
見
卿
記
』
天
正
三
年
四
月
六
日
条
）
と
あ
る
よ
う
に
、
見
る
者
を
驚
か
せ
る
も
の
だ
っ
た
。
氏
真
は
こ
の
大
軍
勢
を
「
賤
が
車
」
す
な
わ
ち
賤
し
い
者
た
ち
の
車
と
見
な
し
、
そ
れ
が
歴
史
あ
る
場
所
を
蹂
躙
す
る
の
を
嘆
く
歌
を
詠
ん
だ
の
だ
。
　
鳥
羽
は
山
城
国
の
歌
枕
で
、
現
在
の
京
都
市
南
区
上
鳥
羽
か
ら
伏
見
区
下
鳥
羽
に
か
け
て
の
一
帯
を
指
す
。
鳥
羽
田
は
鳥
羽
に
あ
る
田
を
意
味
し
、
京
か
ら
八
幡
へ
向
か
う
途
上
に
鳥
羽
田
は
あ
る
。
　
な
お
氏
真
は
こ
れ
以
前
に
、
鳥
羽
田
を
通
っ
て
八
幡
参
詣
へ
と
訪
れ
て
い
た
。
　
　
　
　
 
八
幡
参
詣
、
道
す
が
ら
と
へ
ば
名
に
聞
し
所
な
れ
ど
も
、
よ
り
て
見
ね
ば
そ
れ
と
も
な
し
。
霞
さ
へ
立
わ
た
り
て
中
〳
〵
名
計
書
付
て
覚
る
ほ
ど
也
。
宿
に
て
は
し
〴
〵
よ
み
つ
ゞ
く
。
東
寺
を
鳥
羽
へ
出
16
　
　
ふ
り
に
け
る
法
の
し
る
し
の
朽
や
ら
で
其
暁
を
い
つ
と
待
ら
ん
（
120
）
　
　
心
あ
て
の
霞
計
ぞ
深
草
や
を
と
は
稲
荷
の
山
端
も
な
し
（
121
）
　
　
春
霞
た
て
る
あ
な
た
や
山
科
の
岩
ね
の
松
が
風
聞
ゆ
也
（
122
）
　
　
民
の
屋
も
緑
に
つ
ゞ
く
川
ぞ
ひ
の
茂
る
や
竹
田
伏
見
成
ら
ん
（
123
）
　
　
な
く
雁
の
過
る
鳥
羽
田
の
面
影
も
霞
こ
す
日
の
う
つ
る
山
端
（
124
）
　
　
ま
こ
も
草
下
も
え
す
ら
し
行
水
の
み
ま
き
の
里
ぞ
青
み
わ
た
れ
る
（
125
）
　
　
峯
の
寺
里
も
河
と
も
絶
〴
〵
に
あ
ら
ぬ
け
し
き
の
立
か
す
み
哉
（
126
）
　
　
み
な
際
の
煙
も
な
び
く
青
柳
に
家
の
霞
め
る
遠
の
山
ぎ
は
（
127
）
　
　
立
つ
れ
て
綱
手
く
る
て
ふ
網
も
な
し
霞
を
引
か
淀
の
川
を
さ
（
128
）
　
　
又
も
こ
ば
月
の
桂
の
河
せ
舟
霞
隔
て
ゝ
あ
か
ぬ
名
残
を
（
129
）
　
二
月
に
稲
荷
か
ら
伏
見
、
竹
田
を
経
て
鳥
羽
を
通
り
、
八
幡
へ
と
向
か
っ
た
折
に
詠
ん
だ
120
～
129
の
十
首
で
あ
る
。
こ
の
中
の
124
歌
に
「
鳥
羽
田
の
面
影
」
と
い
う
同
じ
詞
が
使
わ
れ
て
い
る
。
124
歌
は
「
お
ほ
え
山
か
た
ぶ
く
月
の
影
さ
え
て
と
ば
た
の
面
に
お
つ
る
か
り
が
ね
」
（
『
新
古
今
集
』
秋
下
503
慈
円
「
五
十
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
時
、
月
前
聞
レ
雁
と
い
ふ
こ
と
を
」
）
を
踏
ま
え
、
秋
の
雁
が
鳴
く
鳥
羽
田
を
想
像
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
鳥
羽
田
の
面
影
」
と
は
、
氏
真
に
と
っ
て
和
歌
的
・
王
朝
的
伝
統
を
追
慕
し
て
浮
か
ぶ
も
の
だ
っ
た
。
　
但
し
鳥
羽
田
と
八
幡
と
は
距
離
も
離
れ
て
お
り
（
約
15
㎞
離
れ
て
い
る
）
、
八
幡
で
の
見
物
に
鳥
羽
田
を
詠
む
の
は
や
不
審
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
氏
真
は
、
二
月
に
京
か
ら
八
幡
へ
向
か
う
途
上
で
、
鳥
羽
田
だ
け
で
は
な
く
深
草
・
山
科
・
美
豆
御
牧
な
ど
点
在
す
る
様
々
な
歌
枕
に
和
歌
の
伝
統
を
実
感
し
た
こ
と
を
、
四
月
の
八
幡
へ
の
旅
で
振
り
返
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
信
長
の
軍
勢
も
、
京
か
ら
八
幡
今
川
氏
真
と
和
歌
17
へ
向
か
う
際
に
同
じ
道
程
を
辿
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
単
に
八
幡
や
鳥
羽
田
だ
け
の
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
途
上
に
あ
る
歌
枕
を
信
長
の
軍
勢
が
進
む
様
を
「
賤
が
車
ぞ
行
き
廻
り
け
る
」
と
見
た
の
だ
。
ま
た
初
句
に
「
み
か
り
せ
し
」
と
あ
る
が
、
鳥
羽
田
が
狩
猟
地
で
あ
っ
た
歴
史
は
確
認
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
信
長
の
軍
勢
を
「
賤
が
車
」
と
見
る
の
と
対
比
し
て
、
戦
と
同
様
に
殺
生
の
行
為
で
は
あ
っ
て
も
、
古
の
天
皇
た
ち
が
狩
り
を
す
る
雅
な
様
を
描
出
し
た
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
歌
枕
と
そ
こ
を
進
む
信
長
の
軍
勢
と
の
対
比
は
、
風
雅
と
武
力
、
古
と
今
と
の
対
立
と
も
言
え
る
。
氏
真
が
風
雅
・
古
の
側
に
立
つ
視
点
で
和
歌
を
詠
ん
で
い
る
の
は
明
ら
か
だ
。
和
歌
を
愛
し
、
歴
史
に
敬
意
を
払
っ
て
京
都
の
様
々
な
場
所
を
訪
れ
た
氏
真
に
と
っ
て
、
歌
枕
の
歴
史
や
風
情
に
目
も
く
れ
ず
進
軍
す
る
信
長
の
軍
勢
は
「
賤
が
車
」
と
映
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
257
歌
に
つ
い
て
は
、
井
上
宗
雄
は
「
歴
史
的
・
古
典
的
な
由
緒
あ
る
地
を
、
信
長
の
軍
旅
が
踏
み
に
じ
っ
て
行
く
、
と
い
っ
た
傍
観
者
的
、
皮
肉
な
眼
で
眺
め
て
い
る
）
21
（
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
加
え
て
、
こ
の
信
長
の
出
陣
に
対
す
る
257
歌
は
、
出
陣
の
景
色
を
詠
ん
だ
も
の
と
し
て
、
『
今
川
氏
真
詠
草
』
の
中
に
あ
っ
て
異
質
で
目
を
引
く
。
で
は
、
戦
国
の
時
世
を
和
歌
に
映
そ
う
と
し
な
か
っ
た
氏
真
が
、
こ
で
は
進
軍
の
景
を
題
材
と
し
て
取
り
上
げ
て
詠
ん
だ
の
は
な
ぜ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
　
　
　
　
四
、
信
長
と
の
面
会
と
蹴
鞠
　
「
賤
が
車
ぞ
行
き
廻
り
け
る
」
に
見
る
信
長
へ
の
批
判
的
な
眼
差
の
背
景
に
は
、
こ
の
直
前
に
行
わ
れ
た
信
長
と
の
面
会
お
よ
び
蹴
鞠
の
披
露
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
　
『
信
長
公
記
』
天
正
三
年
条
　
　
 
三
月
三
日
、
永
原
に
御
泊
り
。
次
の
日
、
御
出
京
、
相
国
寺
に
御
寄
宿
。
三
月
十
六
日
、
今
川
氏
真
御
出
仕
、
百
端
帆
を
御
進
上
す
。
18
以
前
も
千
鳥
の
香
炉
・
宗
祇
香
炉
を
御
進
献
の
と
こ
ろ
、
宗
祇
香
炉
は
御
返
し
な
さ
れ
、
千
鳥
の
香
炉
は
止
め
置
か
せ
ら
れ
候
べ
き
。
今
川
殿
鞠
を
遊
ば
さ
る
の
由
、
聞
こ
し
め
し
及
ば
れ
、
　
　
 
三
月
二
十
日
、
相
国
寺
に
お
い
て
御
所
望
。
御
人
数
、
三
条
殿
父
子
、
藤
宰
相
殿
父
子
、
飛
鳥
井
殿
父
子
、
弘
橋
殿
、
五
辻
殿
、
鷹
司
殿
、
烏
丸
殿
。
信
長
は
御
見
物
。
　
二
月
二
十
七
日
に
上
洛
し
た
織
田
信
長
は
、
相
国
寺
に
滞
留
し
て
い
た
。
三
月
十
六
日
、
氏
真
は
信
長
に
面
会
に
行
く
。
そ
こ
で
信
長
に
、
茶
道
具
の
名
物
・
百
端
帆
を
進
上
し
た
。
こ
れ
以
前
に
も
千
鳥
の
香
炉
と
宗
祇
香
炉
）
22
（
を
進
献
し
て
い
た
が
、
信
長
は
宗
祇
香
炉
は
返
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
信
長
は
氏
真
が
蹴
鞠
を
す
る
こ
と
を
聞
い
て
、
三
月
二
十
日
に
相
国
寺
で
蹴
鞠
を
見
た
い
と
言
っ
た
。
　
信
長
は
、
桶
狭
間
の
戦
い
で
義
元
を
殺
し
た
、
父
の
仇
に
他
な
ら
な
い
。
小
和
田
哲
男
が
「
父
義
元
を
殺
し
た
そ
の
信
長
の
眼
前
で
、
流
浪
の
身
を
さ
ら
し
な
が
ら
蹴
鞠
を
演
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
氏
真
の
胸
中
は
い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た
ろ
う
。
あ
る
い
は
す
で
に
、
恩
讐
を
超
え
た
境
地
に
い
た
の
だ
ろ
う
か
）
23
（
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
氏
真
の
心
中
に
は
様
々
な
想
像
を
誘
わ
れ
る
が
、
三
月
十
六
日
の
面
会
お
よ
び
二
十
日
の
蹴
鞠
に
つ
い
て
『
今
川
氏
真
詠
草
』
で
は
何
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
　
な
お
谷
口
克
広
）
24
（
は
、
中
御
門
宣
教
『
宣
教
卿
記
』
お
よ
び
『
中
山
家
記
』
天
正
三
年
四
月
条
を
挙
げ
、
氏
真
が
信
長
の
前
で
蹴
鞠
を
披
露
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
は
、
四
月
三
・
四
日
の
こ
と
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
　
中
御
門
宣
教
『
宣
教
卿
記
』
天
正
三
年
四
月
条　
　
　
 
三
日
、
丑
、
天
晴
、
（
中
略
）
信
長
今
夕
鞠
、
各
申
合
仕
ノ
由
在
レ
之
、
飛
父
子
ニ
被
二
申
付
一
也
。
人
数
之
輩
次
第
不
同
、
八
人
ツ
メ
今
川
氏
真
と
和
歌
19
也
。
初
者
年
ヨ
リ
衆
、
三
大
・
飛
大
・
勧
大
・
藤
宰
・
左
衛
門
督
・
源
宰
相
・
ハ〻
キ〻
ツ〻
メ〻
五
辻
・
薄
・
広
橋
・
日
野
、
若
キ
衆
者
立
カ
ハ
リ
〳
〵
也
。
中
山
中
将
・
烏
丸
弁
・
飛
中
将
・
三
大
侍
従
・
中
院
・
藤
侍
従
・
駿
河
ノ
今
川カウ
等
也
。
其
外
見
物
衆
、
中
山
大
・
山
大
・
源
中
納
言
・
四
中
・
持
明
・
葉
室
・
勧
弁
・
竹
兵
・
予
・
新
蔵
人
也
。
信
長
者
見
物
也
。
（
下
略
）
　
　
四
日
、
寅
、
天
晴
、
一
、
信
長
又
ニ
鞠
在
レ
之
云
々
。
信
長
ケ
ラ
ル
ヽ
ト
也
。
人
数
前
衆
也
。
　
『
中
山
家
記
』
天
正
三
年
四
月
条
　
　
 
三
日
、
［
辛
未
］
、
天
晴
、
（
中
略
）
今
夕
於
二
信
長
宅
一
有
鞠
、
各
相
伴
令
二
見
物
一
。
鞠
人
数
、
三
条
大
納
言
・
新
大
納
言
・
勧
修
寺
大
納
言
・
藤
宰
相
・
左
衛
門
督
・
親
綱
・
為
仲
・
通
勝
等
朝
臣
、
光
宣
・
輝
資
・
兼
勝
・
公
宣
・
橘
以
緒
・
今
川
入
道
等
也
。
信
長
令
二
見
物
一
了
。
　
　
四
日
、
［
壬
申
］
、
天
晴
、
晩
頭
依
二
信
長
宅
一
有
二
蹴
鞠
一
、
見
物
如
二
昨
日
一
。
　
四
月
三
日
、
信
長
が
夕
方
か
ら
蹴
鞠
を
見
た
い
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
申
し
合
わ
せ
て
お
く
よ
う
に
と
、
「
飛
父
子
」
す
な
わ
ち
飛
鳥
井
雅
教
・
雅
敦
に
申
し
付
け
た
と
あ
る
。
以
下
、
蹴
鞠
の
メ
ン
バ
ー
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
「
駿
河
ノ
今
川
」
す
な
わ
ち
氏
真
の
名
が
見
え
る
。
『
信
長
公
記
』
に
書
か
れ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
も
、
「
鷹
司
殿
」
以
外
は
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
翌
四
日
は
、
三
日
と
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
再
び
蹴
鞠
が
催
さ
れ
、
信
長
自
身
も
蹴
鞠
に
加
わ
っ
た
と
い
う
。
　
『
信
長
公
記
』
三
月
二
十
日
の
記
事
で
は
、
メ
ン
バ
ー
に
氏
真
の
名
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
前
の
文
章
か
ら
の
続
き
で
、
わ
ざ
わ
ざ
氏
真
の
名
を
記
さ
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
『
信
長
公
記
』
の
作
者
は
、
信
長
の
近
く
で
仕
え
書
記
役
を
つ
と
め
た
太
田
牛
一
だ
か
ら
、
信
憑
性
の
あ
る
記
事
で
は
あ
る
の
で
、
三
月
二
十
日
に
も
蹴
鞠
の
披
露
が
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
）
25
（
。
20
　
こ
の
信
長
と
の
面
会
・
蹴
鞠
に
つ
い
て
、
『
今
川
氏
真
詠
草
』
に
そ
れ
と
示
す
記
述
は
見
い
だ
せ
な
い
）
26
（
。
但
し
、
三
月
二
十
日
に
蹴
鞠
が
有
っ
た
か
ど
う
か
は
措
く
と
し
て
、
三
月
十
六
日
に
氏
真
が
信
長
に
面
会
し
た
と
す
れ
ば
、
注
目
さ
れ
る
の
が
次
の
詞
書
と
和
歌
で
あ
る
。
　
　
　
　
健（マ
）仁
光
堂
の
藤
見
物
、
時
う
つ
る
　
　
古
寺
は
雲
の
見
越
に
顕
れ
て
光
合
た
る
藤
の
下
か
げ
（
239
）
　
　
立
よ
り
て
思
へ
ば
藤
の
花
盛
波
に
た
ゞ
よ
ふ
庭
の
面
か
な
（
240
）
　
建
仁
寺
は
父
の
義
元
が
、
太
原
崇
孚
と
も
に
享
禄
三
年
（
一
五
三
〇
）
か
ら
天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
ま
で
三
年
間
修
行
を
し
て
い
た
寺
だ
っ
た
。
な
お
妙
心
寺
も
義
元
と
太
原
崇
孚
が
修
行
し
、
太
原
崇
孚
が
第
三
五
世
と
な
っ
た
寺
で
あ
る
。
妙
心
寺
に
つ
い
て
も
、
193
詞
書
に
「
妙
心
寺
一
見
（
以
下
、
略
）
」
と
あ
り
、
花
盛
り
の
頃
（
二
月
中
旬
か
）
に
訪
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
建
仁
寺
は
239
詞
書
以
前
に
は
登
場
し
な
い
。
　
ち
な
み
に
こ
の
次
の
241
詞
書
に
は
「
三
月
廿
三
日
時
鳥
初
て
鳴
」
と
あ
り
、
三
月
二
十
三
日
の
直
前
に
建
仁
寺
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
と
な
る
と
、
相
国
寺
で
の
信
長
と
の
面
会
の
直
後
に
建
仁
寺
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
詞
書
は
「
建
仁
寺
光
堂
の
藤
見
物
、
時
う
つ
る
」
と
あ
り
、
和
歌
に
も
古
い
寺
で
見
る
藤
花
の
美
し
さ
し
か
詠
ま
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ま
で
訪
れ
て
い
な
か
っ
た
建
仁
寺
に
、
信
長
と
の
面
会
直
後
に
行
っ
て
い
る
の
は
、
父
を
偲
ぶ
行
動
で
あ
っ
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
ま
た
、
三
月
二
十
日
の
蹴
鞠
に
氏
真
が
参
加
し
た
か
ど
う
か
、
ま
た
は
蹴
鞠
の
会
が
二
十
日
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
分
明
で
あ
る
が
、
氏
真
が
蹴
鞠
を
四
月
三
日
と
四
日
に
信
長
の
前
で
披
露
し
、
四
日
に
は
信
長
自
身
も
蹴
鞠
に
参
加
し
た
の
は
、
『
宣
教
卿
記
』
『
中
山
家
記
』
の
記
事
か
ら
確
実
で
あ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
『
今
川
氏
真
詠
草
』
を
見
る
と
、
次
の
箇
所
に
注
目
さ
れ
る
。
今
川
氏
真
と
和
歌
21
　
　
　
　
今
日
は
衣
が
へ
の
日
な
れ
共
、
都
さ
へ
其
姿
見
え
ず
　
　
ぬ
ぎ
か
へ
ぬ
卯
月
の
け
ふ
の
あ
さ
衣
さ
り
と
て
花
の
う
つ
り
香
も
な
し
（
246
）
　
　
　
　
　
　
（
247
～
253
略
）
　
　
　
　
三
条
西
殿
実
澄
め
さ
れ
て
参
ず
、
二
十
首
当
座
人
数
十
七
人
　
　
　
　
聞
時
鳥　
寄
世
祝
　
　
稀
に
聞
雲
井
の
声
を
時
鳥
面
影
残
せ
行
末
の
空
（
253
）
　
　
う
つ
し
見
よ
四
方
の
境
も
わ
た
つ
み
の
波
風
た
ゝ
ぬ
御
代
の
鏡
を
（
254
）
　
　
　
　
同
日
晩
は
於
二
飛
鳥
井
殿
一
鞠
見
物
申
　
　
　
　
野
つ
ゞ
き
見
め
ぐ
り
て
夕
に
い
た
る
　
　
何
と
な
く
虫
ぞ
鳴
な
る
夕
ま
暮
草
葉
涼
し
き
野
べ
の
け
し
き
に
（
255
）
　
　
夏
深
き
軒
ば
の
梢
暮
初
め
て
月
影
早
き
山
も
と
の
里
（
256
）
　
　
　
　
信
長
和
泉
筋
出
陣
、
八
幡
に
て
見
物
　
　
み
か
り
せ
し
跡
や
鳥
羽
田
の
面
影
に
賤
が
車
ぞ
行
廻
り
け
る
（
257
）
　
246
詞
書
に
「
今
日
は
衣
が
へ
の
日
」
と
あ
り
、
246
歌
は
四
月
一
日
の
歌
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
253
・
254
の
三
条
西
実
澄
）
27
（
邸
で
の
和
歌
の
後
に
、
「
同
日
晩
は
於
二
飛
鳥
井
殿
一
鞠
見
物
申
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
先
掲
の
『
宣
教
卿
記
』
か
ら
、
蹴
鞠
の
こ
と
を
信
長
か
ら
命
じ
ら
れ
た
の
は
飛
鳥
井
雅
教
・
雅
敦
親
子
で
あ
り
、
ま
た
夕
方
か
ら
鞠
を
行
う
と
書
か
れ
て
い
た
か
ら
、
そ
れ
と
合
致
し
て
い
る
。
　
ま
た
、
257
番
は
前
節
で
検
討
し
た
歌
で
、
詞
書
に
「
信
長
和
泉
筋
出
陣
、
八
幡
に
て
見
物
」
と
あ
る
。
信
長
が
大
阪
へ
出
陣
し
、
八
幡
22
に
陣
を
敷
い
た
の
は
四
月
六
日
の
こ
と
だ
か
ら
、
そ
の
直
前
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
時
鳥
の
歌
が
詠
ま
れ
た
歌
会
と
飛
鳥
井
家
で
の
蹴
鞠
は
、
四
月
一
日
か
ら
六
日
ま
で
の
間
だ
か
ら
、
四
月
三
日
ま
た
は
四
日
の
蹴
鞠
の
こ
と
で
あ
る
可
能
性
は
あ
る
。
但
し
、
『
中
山
家
記
』
に
は
蹴
鞠
が
行
わ
れ
た
場
所
は
「
於
二
信
長
宅
一
」
と
あ
り
、
信
長
が
宿
泊
し
て
い
た
の
は
相
国
寺
で
あ
っ
た
め
、
『
今
川
氏
真
詠
草
』
の
「
於
二
飛
鳥
井
殿
一
鞠
見
物
申
」
と
齟
齬
す
る
。
ま
た
氏
真
は
鞠
を
「
見
物
」
し
た
と
書
い
て
お
り
、
鞠
に
加
わ
っ
た
と
は
記
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
四
月
二
日
に
飛
鳥
井
邸
で
蹴
鞠
が
あ
り
氏
真
は
そ
れ
を
「
見
物
」
し
た
、
そ
の
蹴
鞠
会
の
話
を
聞
い
た
信
長
が
翌
三
日
、
飛
鳥
井
雅
教
・
雅
敦
父
子
に
、
自
分
も
蹴
鞠
を
見
た
い
と
言
い
出
し
た
、
と
考
え
る
の
が
矛
盾
が
無
く
穏
当
で
あ
ろ
う
。
　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
253
～
256
の
間
に
信
長
と
の
蹴
鞠
は
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
氏
真
は
そ
れ
を
書
き
記
し
て
は
い
な
い
。
蹴
鞠
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、
あ
く
ま
で
も
「
飛
鳥
井
殿
」
で
の
蹴
鞠
で
自
身
は
「
見
物
」
し
て
い
た
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
が
四
月
三
・
四
日
の
信
長
と
の
蹴
鞠
を
指
す
可
能
性
を
残
す
と
し
て
も
、
信
長
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
京
の
公
家
し
か
も
蹴
鞠
の
師
範
・
飛
鳥
井
家
と
の
交
流
と
し
て
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
で
は
、
氏
真
は
『
今
川
氏
真
詠
草
』
に
信
長
と
の
会
見
や
蹴
鞠
の
こ
と
を
、
な
ぜ
記
さ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
推
測
す
る
よ
り
他
な
い
の
だ
が
、
井
上
宗
雄
）
28
（
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
　
　
 
不
本
意
な
が
ら
屈
身
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
我
身
に
対
す
る
、
せ
め
て
も
の
抵
抗
を
、
書
か
な
い
こ
と
で
表
明
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
万
感
こ
も
ご
も
至
っ
て
、
そ
の
感
慨
を
和
歌
で
は
ま
と
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
仇
敵
に
蹴
鞠
を
見
せ
る
と
い
っ
た
事
柄
や
感
情
な
ど
は
、
和
歌
に
詠
む
境
地
と
次
元
の
違
っ
た
も
の
と
し
て
、
敢
て
記
さ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
或
い
は
そ
の
よ
う
な
理
屈
を
つ
け
て
（
厭
な
こ
と
は
避
け
て
）
書
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
所
詮
は
分
ら
な
い
の
だ
が
、
恐
ら
く
は
終
り
に
述
べ
た
よ
う
な
気
の
弱
さ
が
働
い
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
れ
が
武
家
貴
族
氏
真
を
貫
い
て
い
た
も
の
よ
う
で
あ
る
。
今
川
氏
真
と
和
歌
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「
所
詮
は
分
ら
な
い
」
の
で
は
あ
る
が
、
井
上
の
指
摘
に
私
見
を
加
え
て
お
く
。
そ
れ
は
、
『
今
川
氏
真
詠
草
』
が
自
分
以
外
の
人
に
も
見
せ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
側
面
で
あ
る
。
先
に
、
氏
真
が
こ
の
詠
草
を
残
す
理
由
を
、
「
つ
ゞ
か
ず
と
も
歌
に
し
て
、
田
舎
の
な
ぐ
さ
み
に
も
と
書
付
」
（
26
～
30
詞
書
）
と
記
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
。
京
を
め
ぐ
っ
た
記
念
と
し
て
「
田
舎
の
な
ぐ
さ
み
」
と
す
る
、
と
い
う
の
は
、
帰
国
後
に
自
身
が
読
み
返
す
た
め
で
あ
り
、
加
え
て
、
自
身
が
京
で
詠
ん
だ
和
歌
を
周
り
の
人
（
特
に
和
歌
を
嗜
む
人
々
）
に
も
披
露
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
　
特
に
氏
真
は
、
た
と
え
駿
河
を
失
っ
た
と
は
い
え
今
川
家
の
当
主
だ
っ
た
。
当
主
の
和
歌
は
、
代
々
子
孫
に
伝
え
ら
れ
、
読
み
継
が
れ
て
ゆ
く
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
一
人
で
ひ
そ
か
に
書
き
綴
り
、
誰
に
も
見
せ
な
い
と
い
う
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
誰
か
―
特
に
子
孫
が
読
む
こ
と
を
前
提
に
す
る
時
、
父
の
仇
敵
の
前
で
の
蹴
鞠
の
披
露
は
、
記
す
の
が
た
め
ら
わ
れ
る
も
の
だ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
信
長
へ
の
反
発
心
は
、
や
は
り
書
き
と
ど
め
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
も
の
だ
っ
た
。
詠
草
を
貫
く
和
歌
お
よ
び
王
朝
文
化
へ
の
敬
慕
と
絡
み
合
い
つ
、
歌
人
と
し
て
伝
統
や
歴
史
を
愛
す
る
目
線
か
ら
、
歴
史
的
な
地
を
踏
み
荒
ら
す
信
長
の
無
粋
で
暴
力
的
な
行
動
を
批
判
す
る
と
い
う
、
大
変
に
ひ
そ
や
か
な
形
で
は
あ
る
が
、
信
長
へ
の
反
発
を
表
現
し
た
の
が
「
賤
が
車
ぞ
行
き
廻
り
け
る
」
の
歌
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
結
び
に
　
『
今
川
氏
真
詠
草
』
は
、
天
正
三
年
に
初
め
て
京
都
を
訪
れ
た
氏
真
が
、
様
々
な
寺
社
仏
閣
、
和
歌
に
ゆ
か
り
の
あ
る
場
所
を
訪
れ
、
そ
こ
で
目
に
し
た
も
の
、
感
じ
た
も
の
を
、
歌
人
と
し
て
和
歌
に
残
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
基
本
的
に
は
氏
真
の
人
生
や
な
ま
の
声
を
直
截
伝
え
る
よ
う
な
歌
は
ほ
と
ん
ど
無
い
。
氏
真
は
京
で
文
学
や
歴
史
に
ゆ
か
り
の
場
所
を
精
力
的
に
訪
ね
て
は
、
古
の
歌
人
た
ち
の
視
線
に
自
身
を
重
ね
、
自
ら
も
和
歌
を
詠
み
続
け
た
。
戦
国
時
代
の
時
世
は
、
詞
書
や
左
注
に
は
記
録
さ
れ
る
が
、
和
歌
に
詠
24
む
の
は
あ
く
ま
で
も
風
雅
を
尊
ぶ
姿
勢
と
、
和
歌
の
伝
統
に
連
な
る
歌
人
と
し
て
の
視
線
で
あ
る
。
た
と
え
歌
日
記
・
実
詠
で
あ
っ
て
も
、
自
身
の
人
生
を
和
歌
に
ほ
と
ん
ど
反
映
さ
せ
な
い
の
が
、
『
今
川
氏
真
詠
草
』
の
和
歌
の
在
り
方
で
あ
っ
た
。
　
氏
真
の
よ
う
に
、
文
学
や
芸
能
に
造
詣
が
深
く
熱
心
で
あ
り
な
が
ら
、
政
治
的
に
は
か
ば
か
し
い
功
績
を
残
せ
な
か
っ
た
武
将
は
評
価
が
低
く
、
文
学
趣
味
の
脆
弱
な
武
士
と
い
う
人
物
像
が
描
か
れ
る
。
特
に
氏
真
は
、
そ
れ
が
本
人
だ
け
の
責
任
に
帰
せ
な
い
と
し
て
も
、
領
国
を
失
い
、
戦
国
大
名
と
し
て
の
今
川
氏
を
滅
亡
さ
せ
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
以
上
、
政
治
的
に
厳
し
い
評
価
を
免
れ
え
な
い
。
氏
真
が
詠
ん
だ
和
歌
、
特
に
『
今
川
氏
真
詠
草
』
か
ら
は
、
王
朝
文
化
の
歴
史
に
自
ら
を
投
じ
て
、
和
歌
の
伝
統
的
な
美
意
識
や
感
受
性
に
よ
っ
て
、
目
に
し
た
風
物
や
感
動
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
氏
真
の
姿
勢
が
看
取
さ
れ
る
。
そ
れ
は
優
雅
な
も
の
で
あ
る
一
方
で
、
当
時
の
彼
が
武
士
と
し
て
、
今
川
家
当
主
と
し
て
置
か
れ
た
状
況
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
悲
哀
を
感
じ
ず
に
も
い
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
今
川
氏
の
公
家
的
な
知
識
や
文
化
が
、
後
に
江
戸
幕
府
の
高
家
へ
の
登
用
に
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
）
29
（
こ
と
を
考
え
る
と
、
決
し
て
無
益
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
　
氏
真
の
和
歌
は
、
中
世
和
歌
に
求
め
ら
れ
る
伝
統
的
な
美
意
識
や
作
り
方
を
よ
く
理
解
し
た
歌
人
の
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
武
将
は
教
養
と
し
て
和
歌
を
詠
み
、
ま
た
政
治
的
な
面
か
ら
も
和
歌
は
有
益
な
も
の
だ
っ
た
。
和
歌
を
詠
む
こ
と
で
文
化
的
に
も
領
国
を
統
治
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た
。
し
か
し
氏
真
の
和
歌
は
、
単
な
る
儀
礼
的
な
も
の
や
社
交
の
手
段
で
あ
っ
た
り
、
必
要
に
迫
ら
れ
て
と
い
っ
た
性
質
の
も
の
に
留
ま
ら
な
い
。
領
国
を
失
い
、
そ
う
し
た
大
義
名
分
を
失
っ
た
後
も
、
和
歌
と
そ
れ
に
基
づ
く
伝
統
的
美
意
識
を
精
神
的
な
支
柱
と
し
た
氏
真
の
姿
に
こ
そ
、
単
な
る
趣
味
の
域
を
超
え
て
和
歌
を
愛
好
し
た
氏
真
の
個
性
が
表
れ
て
い
る
。
和
歌
の
伝
統
に
対
す
る
深
い
敬
愛
が
根
底
に
あ
り
、
氏
真
が
育
ん
で
き
た
王
朝
風
・
公
家
風
の
美
意
識
や
感
受
性
を
表
現
す
る
器
が
和
歌
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
今
川
氏
真
と
和
歌
25
　
　
 
氏
真
和
歌
の
歌
番
号
は
新
編
私
家
集
大
成
に
、
他
の
和
歌
本
文
・
歌
番
号
は
新
編
国
歌
大
観
番
号
に
依
る
。
他
の
引
用
の
使
用
本
文
は
、
以
下
の
通
り
。
な
お
、
句
読
点
・
濁
点
・
返
り
点
は
わ
た
く
し
に
付
し
た
。
『
氏
真
詠
草
（
今
川
氏
真
詠
草
）
』
…
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
（h
ttps://
w
w
w
.digital.arch
ives.go.jp/D
A
S
/m
eta/listP
h
oto?L
A
N
G
=
defau
lt&
B
ID
=
F
1000000000000046013&
ID
=
&
T
Y
P
E
=
&
N
O
=
）
、『
草
庵
中
』
…
早
稲
田
大
学
図
書
館
「
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
（ttps://arch
ive.w
u
l.w
aseda.ac.jp/kosh
o/h
e04/h
e04_08163/h
e04_08163.pdf
）
、
『
甲
陽
軍
鑑
』
…
戦
国
史
料
叢
書
（
人
物
往
来
社
、
一
九
六
五
年
）
、
『
信
長
公
記
』
…
『
改
訂 
信
長
公
記
』
（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
六
五
年
）
、
『
宣
教
卿
記
』
…
遠
藤
珠
紀
・
宮
﨑
肇
・
金
子
拓
「
『
宣
教
卿
記
』
天
正
三
年
正
月
～
五
月
記
）
」
（
『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
66
、
二
〇
一
九
年
三
月
）
、
『
兼
見
卿
記
』
『
中
山
家
記
』
…
大
日
本
史
料
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）
、
『
紹
巴
富
士
見
道
記
』
…
中
世
日
記
紀
行
文
学
全
評
釈
集
成
（
勉
誠
出
版
）
注（1
） 
大
石
泰
史
『
今
川
氏
滅
亡
』
（K
A
D
O
K
A
W
A
、
二
〇
一
八
年
）
第
五
章
第
一
節
「
氏
真
の
実
像
を
探
る
」
に
詳
し
い
。
（
2
） 
酒
入
陽
子
「
懸
川
開
城
後
の
今
川
氏
真
に
つ
い
て
」
（
『
戦
国
史
研
究
』
39
、
二
〇
〇
年
二
月
）
、
柳
沢
利
沙
「
一
六
世
紀
に
お
け
る
今
川
氏
の
動
向
に
つ
い
て
」
（
『
高
家
今
川
氏
の
知
行
所
支
配
～
江
戸
周
辺
を
事
例
と
し
て
～
』
〈
名
著
出
版
、
二
〇
二
年
〉
所
収
）
、
注
（
1
）
大
石
著
書
、
長
谷
川
幸
一
「
天
正
元
年
以
降
に
お
け
る
今
川
氏
真
の
政
治
的
地
位
」
（
『
論
集
戦
国
大
名
今
川
氏
』
〈
岩
田
書
店
、
二
〇
二
〇
年
〉
所
収
）
等
（
3
） 
冷
泉
為
和
が
今
川
氏
の
文
芸
に
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
は
、
米
原
正
義
『
戦
国
武
士
と
文
芸
の
研
究
』
（
桜
楓
社
、
一
九
七
六
年
）
第
六
章
第
三
節
三
「
義
元
お
よ
び
被
官
人
の
文
芸
」
、
瀬
本
久
雄
「
冷
泉
為
和
と
今
川
氏
輝
・
義
元
―
『
今
川
為
和
集
』
を
中
心
と
し
て
―
」
（
『
駿
河
の
今
川
氏
』
6
、
一
九
八
二
年
五
月
）
、
諏
訪
勝
則
「
茶
の
湯
と
和
歌
」
（
『
今
川
義
元
の
す
べ
て
』
〈
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
四
年
〉
所
収
）
、
小
川
剛
生
①
「
冷
泉
為
和
と
戦
国
大
名
（
上
）
（
下
）
」
（
『
し
く
れ
て
い
』
102
、
二
〇
七
年
一
〇
月
、
同
103
、
二
〇
八
年
一
月
）
」
、
小
川
剛
生
②
『
武
士
は
な
ぜ
歌
を
詠
む
か
―
鎌
倉
将
軍
か
ら
戦
国
大
名
ま
で
』
（
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
八
年
）
第
四
章
「
流
浪
の
歌
道
師
範
―
冷
泉
為
和
の
見
た
戦
国
大
26
名
」
、
上
野
武
「
戦
国
を
流
浪
し
た
為
和
」
（
『
し
く
れ
て
い
』
103
、
二
〇
八
年
一
月
）
、
大
塚
勲
『
戦
国
大
名
今
川
氏
四
代
』
（
羽
衣
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）
付
録
「
冷
泉
為
和
と
今
川
歌
壇
」
等
に
詳
し
い
。
（
4
） 
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
51
『
冷
泉
家
古
文
書
』
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
三
年
）
一
九
五
号
文
書
。
井
上
宗
雄
『
中
世
歌
壇
と
歌
人
伝
の
研
究
』
（
笠
間
書
院
、
二
〇
七
年
）
第
Ⅰ
部
付
章
3
「
今
川
氏
真
研
究
補
遺
」
、
注
（
3
）
小
川
②
著
書
第
四
章
第
二
節
「
歌
道
門
弟
の
育
成
」
参
照
。
（
5
） 
注
（
3
）
米
原
著
書
（
6
） 
注
（
3
）
米
原
著
書
第
六
章
第
五
節
「
今
川
文
芸
の
総
括
」
、『
静
岡
県
史 
通
史
編
2 
中
世
』
（
静
岡
県
、
一
九
九
七
年
）
第
三
編
第
五
章
第
一
節
「
京
下
り
の
公
家
た
ち
と
今
川
文
化
」
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
（
7
） 
な
お
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
に
山
科
言
継
が
駿
河
を
訪
れ
た
際
、
氏
真
は
言
継
か
ら
、
竹
内
（
曼
殊
院
）
門
跡
で
あ
っ
た
覚
恕
法
親
王
筆
の
『
百
人
一
首
』
と
『
自
讃
歌
』
を
贈
ら
れ
て
い
る
。
注
（
3
）
米
原
著
書
参
照
。
（
8
） 
井
上
宗
雄
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究 
室
町
後
期
』
（
明
治
書
院
、
初
版
一
九
七
二
年
・
改
定
新
版
一
九
八
七
年
）
、
『
今
川
氏
と
観
泉
寺
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
四
年
）
第
二
部
第
三
章
「
今
川
氏
と
そ
の
学
芸
」
（
9
） 
注
（
3
）
米
原
著
書
第
六
章
第
四
節
「
氏
真
お
よ
び
そ
の
他
の
文
芸
」
（
10
） 「
女
戦
国
大
名
寿
桂
尼
と
今
川
氏
」
図
録
（
島
田
市
博
物
館
、
二
〇
一
七
年
）
に
写
真
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
（
11
） 
注
（
3
）
小
川
②
著
書
第
四
章
第
四
節
「
戦
国
大
名
の
和
歌
の
実
力
」
（
12
） 
小
川
剛
生
③
「
【
今
川
氏
と
和
歌
】
文
学
活
動
に
長
い
伝
統
と
実
績
を
持
つ
家
柄
」
（
『
今
川
氏
研
究
の
最
前
線
―
こ
ま
で
わ
か
っ
た
「
東
海
の
大
大
名
」
の
実
像
』
〈
洋
泉
社
、
二
〇
一
七
年
〉
所
収
）
（
13
） 『
今
川
氏
と
観
泉
寺
』
652
頁
（
14
） 『
戦
国
遺
文 
今
川
氏
編
第
四
巻
』
（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
所
収
二
五
七
二
「
今
川
氏
真
書
状
写
」
。
長
谷
川
幸
一
「
今
川
氏
真
の
「
宗
誾
」
署
名
初
見
史
料
」
（
『
戦
国
史
研
究
』
60
、
二
〇
一
〇
年
八
月
）
参
照
。
但
し
、
第
三
節
に
挙
げ
た
『
中
山
家
記
』
天
正
三
年
四
月
三
日
条
に
「
今
川
入
道
」
と
あ
る
の
で
、
四
月
時
点
で
出
家
し
て
い
た
こ
と
も
判
明
す
る
。
今
川
氏
真
と
和
歌
27
（
15
） 
小
和
田
哲
男
『
駿
河
今
川
十
代 
戦
国
大
名
へ
の
発
展
の
軌
跡
』
（
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
第
十
章
３
「
流
浪
の
日
々
」
に
よ
る
と
、
後
年
、
氏
真
は
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
頃
か
ら
上
洛
し
て
京
に
住
ん
だ
際
に
は
「
京
都
四
条
ニ
世
捨
人
ノ
如
ク
ニ
居
ラ
レ
ケ
ル
」
（
『
志
士
清
談
』
）
と
伝
え
ら
れ
る
。
（
16
） 
文
学
や
歴
史
を
偲
ぶ
追
体
験
の
旅
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
日
本
歌
人
選
027 
藤
原
良
経
』
（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
二
年
）
43
～
44
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
17
） 『
今
川
氏
と
観
泉
寺
』
687
・
688
頁
、
注
（
3
）
小
川
②
著
書
「
終
章
」
（
18
） 『
今
川
氏
と
観
泉
寺
』
655
頁
（
19
） 
注
（
３
）
米
原
著
書
第
六
章
第
四
節
「
氏
真
お
よ
び
そ
の
他
の
文
芸
」
（
20
） 
注
（
15
）
小
和
田
著
書
257
頁
（
21
） 『
今
川
氏
と
観
泉
寺
』
654
頁
（
22
） 
な
お
、
こ
の
千
鳥
の
香
炉
と
宗
祇
香
炉
に
つ
い
て
は
、
『
紹
巴
富
士
見
道
記
』
永
禄
十
年
六
月
二
十
日
の
記
事
に
「
御
館
様
に
て
、
宗
祇
香
炉
に
、
宗
長
松
木
盆
、
翌
日
御
会
席
半
ば
に
御
手
づ
か
ら
出
だ
さ
せ
給
ひ
、
千
鳥
と
い
ふ
香
炉
、
名
物
拝
見
忘
れ
が
た
く
し
て
」
と
あ
り
、
紹
巴
が
氏
真
か
ら
拝
見
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
（
23
） 
注
（
15
）
小
和
田
著
書
（
24
） 
谷
口
克
広
「
太
田
牛
一
著
『
信
長
記
』
の
日
付
け
に
つ
い
て
の
考
察
―
日
付
け
に
疑
問
の
あ
る
項
目
の
指
摘
―
」
（
『
信
長
記
』
と
信
長
・
秀
吉
の
時
代
』
〈
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
〉
所
収
）
（
25
） 
注
（
24
）
谷
口
論
文
は
、
『
信
長
記
』
の
記
載
す
る
三
月
二
十
日
と
い
う
日
付
に
疑
義
を
挟
み
な
が
ら
も
、
「
鞠
会
は
三
月
二
十
日
に
も
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
（
中
略
）
小
規
模
の
鞠
会
は
し
ば
し
ば
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
（
中
略
）
可
能
性
も
ま
っ
た
く
な
い
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
（
26
） 
嵯
峨
良
蒼
樹
『
評
伝
今
川
氏
真
―
み
な
月
の
み
し
か
き
影
を
う
ら
む
な
よ
』
（S
A
G
A
R
A
S
U
N
出
版
、
二
〇
一
八
年
）
は
、
「
深
山
木
も
浮
世
の
花
28
に
ふ
れ
て
よ
り
今
更
人
に
し
ら
れ
ぬ
る
哉
」
（
232
「
か
た
は
ら
に
人
あ
つ
ま
る
を
み
れ
は
花
一
本
あ
り
」
）
を
三
月
十
六
日
の
詠
と
比
定
し
、
「
氏
真
も
深
山
の
遅
桜
と
同
じ
よ
う
に
、
蹴
鞠
の
足
前
（
？
）
を
信
長
始
め
見
物
の
衆
に
も
て
は
や
さ
れ
て
面
目
を
施
し
は
し
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
今
さ
ら
こ
ん
な
形
で
「
浮
世
の
花
に
ふ
れ
」
、
俗
世
に
関
わ
る
こ
と
に
当
惑
も
し
た
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
」
と
氏
真
の
心
情
を
読
み
取
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
叙
景
歌
に
過
剰
に
心
情
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
と
恣
意
的
な
解
釈
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
こ
の
解
釈
は
採
ら
な
い
。
（
27
） 
な
お
三
条
西
実
澄
（
実
枝
）
は
、
天
文
二
十
一
（
一
五
五
二
）
年
九
月
頃
か
ら
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
八
月
ま
で
、
さ
ら
に
永
禄
二
年
正
月
か
ら
駿
河
に
下
り
久
し
く
在
国
し
た
の
で
、
氏
真
と
は
駿
河
で
交
流
が
あ
っ
た
。
実
澄
の
駿
河
で
の
文
芸
活
動
に
つ
い
て
は
、
注
（
3
）
米
原
著
書
に
詳
し
い
。
（
28
） 『
今
川
氏
と
観
泉
寺
』
655
頁
（
29
） 
大
嶌
聖
子
「
高
家
に
登
用
さ
れ
た
今
川
直
房
」
（
『
戦
国
史
研
究
』
35
、
一
九
九
八
年
二
月
）
【
付
記
】
本
稿
は
今
川
義
元
公
生
誕
五
百
年
祭
記
念
講
座
（
二
〇
一
九
年
五
月
六
日
於
駿
府
城
公
園
内
紅
葉
山
庭
園
茶
室
）
に
お
け
る
特
別
講
座
「
今
川
氏
の
和
歌
―
戦
国
大
名
と
文
芸
―
」
に
基
づ
き
成
稿
し
た
。
講
座
の
折
に
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
り
ま
し
た
小
和
田
哲
男
先
生
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 
（
本
学
教
授
）
